
川崎造船所 第１ドツクと関連補足資料 
目 次 

1. 明治期建造の日本国内ドツク    
「明治時代に建設された日本のドライドツクに関する研究」 西沢 泰彦

より だい 1 表
2. 第 1 次世界大戦直前の世界の造船用ドツク  同上だい 5 表 
3.明治期の官営工場の払い下げ 
4.文化遺産―― 

川重神戸工場第 1 ドツク関連、文化庁、経済産業省

文化遺産の定義その他



1.「明治時代に建設された日本のドライドツクに関する研究」西沢 泰彦   

 



 



2. 第 1 次世界大戦直前の世界の造船用ドツク 

                                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. .明治期の官営工場の払い下げ 

・明治 13 年（1880）11 月 5 日、工場払下げ慨則が内務省・工部省・大蔵省・開拓使に達せられ、殖産興業政策の推進のために設

置・運営されてきた官営工場を払い下げることになりました。同慨則は、払下げ条件、公示による競争入札、審査手続き等を規

定しています。掲載資料は、工場払下げ慨則を収録した文書です。 

・明治政府は、殖産興業の政策のため、全国各地に工場を建設したが、その民間への払い下げが始まった。 

 例えば、深川セメント製造所が浅野総一郎に、長崎造船所が三菱財閥に、富岡製糸場が三井財閥に払い下げられたように、そ

のほとんどが政商相手だった。 このように、政府と密接な関係をもつ政商に安い価格で払い下げられたので、汚職や癒着の温

床になり、政府に対する批判が高まることになる。  

 

4.文科遺産 

4.1. 国指定文化財等データーベース、[川崎重工業神戸工場第 1 ドツク]・登録有形文化財(建造物)・産業 2 次・

建造物・兵庫県 登録番号 : 28-0037、登録年月日 : 1998.12.11(平成 10) 

http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/maindetails.asp (埋戻しの現在も、登録は有効で、データーベースに

残っている。文化庁は検討中とは言うが、特別動きはない模様・2016.03.08 文化庁広報/岡本 洋。) 

次頁文化庁データーベース 参照 

4.2. 産業遺産とは、ある時代においてその地域に根付いていた産業の姿を伝える遺物や遺跡である。一方で歴

史的背景があり、かつ現在も稼働している事例もあり、これは稼働遺産と区分する。日本の近代化遺産に顕著

なように、産業遺産は産業革命以降の鉱工業の遺産を指す場合にしばしば用いられるが、「産業」には農林水

産業や商業なども含まれるため、専門家の中でも定義が一様ではない。 

国際産業遺産保存委員会 (TICCIH) は、2003年に採択したニジニータギル憲章において「歴史的・技術的・社

会的・建築学的、あるいは科学的価値のある産業文化の遺物からなる」と定義している[1]。 

 

http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/maindetails.asp
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%A3%E6%A5%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E8%B7%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A8%BC%E5%83%8D%E9%81%BA%E7%94%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E4%BB%A3%E5%8C%96%E9%81%BA%E7%94%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%A3%E6%A5%AD%E9%9D%A9%E5%91%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%95%86%E6%A5%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E7%94%A3%E6%A5%AD%E9%81%BA%E7%94%A3%E4%BF%9D%E5%AD%98%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%A3%E6%A5%AD%E9%81%BA%E7%94%A3#cite_note-1


4.3.近代化産業遺産 Heritage of Industrial Modernization） 

日本の経済産業省が認定している文化遺産の分類である。2007年 11月 30日に 33件の「近代化産業遺産群」

と 575件の個々の認定遺産が公表された。さらに 2009年 2月 6日に近代化産業遺産群・続 33として、新たに 33

件の「近代化産業遺産群」と 540件の個々の認定遺産が公表された。 

 

4.4. 明治日本の産業革命遺産  

製鉄・製鋼、造船、石炭産業は、2015 年の第 39 回世界遺産委員会で UNESCO の世界遺産リストに登録され

た日本の世界遺産の一つであり、山口・福岡・佐賀・長崎・熊本・鹿児島・岩手・静岡の 8 県に点在する。西洋

から非西洋世界への技術移転と日本の伝統文化を融合させ、1850 年代から 1910 年（幕末 - 明治時代）までに

急速な発展をとげた炭鉱、鉄鋼業、造船業に関する文化遺産であり[4]、稼働遺産を含む世界遺産は日本では初め

てとなった[5][6]。 
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